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はじめに

グレープフルーツの匂いに肥満の予

防効果があるのではないかと考えられ

ていたが，2002年Hazeら1）はグレー

プフルーツを含む種々の匂いが交感神

経に影響を与え得ることを示唆するデ

ータを，心電図に基づくヒトでの心臓

を支配する交感神経の相対的評価によ

り提出した．

新潟大学名誉教授の新島　旭先生と

筆者らはこの報告を契機として，種々

の匂い刺激後のラットの自律神経活動

を測定した．さらに，その結果をもと

に摂食量，体重，脂肪分解などに与え

る影響についても検討したところ，グ

レープフルーツとラベンダーの匂い刺

激が自律神経系の制御を介して，それ

ぞれ異化的と同化的に作用して，エネ

ルギー代謝に影響を与えることを示唆

する結果を得た2, 3）．そこで，本稿で

はその詳細について解説したい．

１．グレープフルーツ精油と

ラベンダー精油の自律神

経活動に対する影響

図１は副睾丸（白色）脂肪組織，肩甲

間（褐色）脂肪組織と副腎を支配する交

感神経と胃を支配する副交感神経の電

気活動に対するグレープフルーツ精油

とラベンダー精油（いずれもPranarom

International社製）の匂い刺激効果を

示す．

実験にはウレタン麻酔ラットを使用

し，ろ紙にそれぞれの精油を100倍の

水に懸濁した液に十分に浸したものを

ビーカーの底に置き，鼻腔に10分間刺

激を与えた時の神経の電気活動を記録

した2, 3）．

その結果，グレープフルーツ精油

（GFO）の匂い刺激は上記の交感神経

活動を促進し，胃の副交感神経活動を

抑制した．逆に，ラベンダー精油

（LVO）の匂い刺激は交感神経活動を

抑制し，副交感神経活動を促進した．

これらの匂い刺激効果は，鼻粘膜の

キシロカインによる局所麻酔や無臭症

を引き起こすとされるZnSO4による鼻

粘膜処理4）により消失すること2, 3），肺

内への精油を含む空気の注入では起こ

らないこと，などから鼻粘膜の匂い受

容体を介して引き起こされるものと考

えられる．交感神経の興奮は白色脂肪

組織では脂肪分解を，褐色脂肪組織で

はUCP1（uncoupling protein1）を介す

る熱産生（消費）を，副腎からはadren-

aline分泌を，それぞれ促進し，胃を

支配する副交感神経抑制は，消化機能

を低下させる異化作用を引き起こす．

また，MONALISA仮説5）で唱えら

れるように肥満者は交感神経活動が低

いと考えられているが，上記のグレー

プフルーツの匂い刺激効果は交感神経

を興奮させて肥満を抑制する可能性が

ある．一方，ラベンダーの匂い刺激は

逆に前記交感神経活動を抑制し，胃の
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図１ ウレタン麻酔ラットの自律神経活動に対する100倍の水に懸濁したグレープフル

ーツ精油とラベンダー精油による匂い刺激効果2, 3）．
各記録上部の実線は10分間の刺激時間，下部の実線は30分間，各記録前の垂直の実線は
５秒間に100神経活動（インパルス）の単位を示す．各段は上から，それぞれ，副睾丸脂肪
組織，肩甲間褐色脂肪組織，副腎を支配する交感神経と胃を支配する副交感神経の電気
活動を示す．
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副交感神経活動を促進するので，グレ

ープフルーツの匂い刺激とは反対の同

化作用を持つ可能性がある．

そこで，筆者らはさらに，これらの

匂い刺激による脂肪分解，体温，摂食

量および体重の変化を測定した2, 3）．

２．グレープフルーツ精油とラ

ベンダー精油の脂肪分解，

体温，摂食量および体重に

対する影響

麻酔動物ではグレープフルーツとラ

ベンダーの匂い刺激は，それぞれの精

油の100倍の水への懸濁液を用いて行

われたが，無麻酔動物（ラット）でのこ

の懸濁液の刺激はケージから飛び出る

ほどラットを興奮させた．そこで，両

者の効果の検討には１万倍の水に懸濁

させたGFOと，10万倍の水に懸濁さ

せたLVOを用いた．あらかじめ麻酔

下で心臓カテーテルを挿入したラット

に，ケージの上に前記懸濁液に浸した

綿花ガーゼを置いて匂い刺激し，カテ

ーテルを用いて無麻酔下で採血して測

定した．血中glycerol濃度はGFO匂い

刺激で上昇し，LVO匂い刺激で低下

した2, 3）．また，あらかじめ背部皮下に

埋め込んだサーミスターを用いる

telemetry systemによる無麻酔下での

体温測定実験では．３時間のGFOの

匂い刺激は体温を0.8℃上昇させるの

に対して，LVOの匂い刺激は体温を

0.3℃低下させた2, 3）．さらに，週３回

15分間ケージの上にGFO懸濁液に浸

したガーゼを置く実験では，実験開始

２～３週間後から摂食量が減少し，体

重が有意に低下した2）（図２）．一方，

毎日15分間LVO懸濁液に浸したガー

ゼを置く実験では，実験開始後から摂

食量および体重増加が認められた3）

（図２）．

これらの事実は，匂い刺激が自律神

経に与える影響に依存して，白色脂肪

組織での脂肪分解と褐色脂肪組織での

熱産生が変化することを示唆する．ま

た，胃の副交感神経とともに腸の副交

感神経活動が低下すると消化・吸収能

が低下し，上昇すると消化・吸収能が
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図２ 体重と摂食量に対するグレープフルーツ精油（A，B）とラベンダー精油（C，D）による匂い刺激の効果2, 3）．
GF：グレープフルーツ精油，Lavender: ラベンダー精油．対照動物には水に浸したガーセの匂いを嗅がせた．図中
の統計有意差は分散分析法（ANOVA）による０日目以外のデータの群間の検定値で示している．



亢進することになり，これは摂食量と

体重の変化に影響を与えることにな

る．

以上の事実から，１）交感神経を興

奮させるグレープフルーツ精油の匂い

刺激は脂肪分解と熱産生を促進し，食

欲を抑制して肥満形成を抑制し，体重

減少を引き起こす作用を持つこと，２）

交感神経を抑制するラベンダー精油の

匂い刺激は脂肪分解と熱産生を抑制

し，食欲を亢進させて肥満形成を促進

し，体重増加を引き起こす作用を持つ

こと，などが考えられる．

おわりに

前記の匂い刺激効果を引き起こすメ

カニズムは如何なるものであろうか？

未発表ながら，これらの効果は嗅球

破壊，体内時計の存在する視床下部視

交叉上核の電気破壊，さらにはヒスタ

ミン受容体阻害剤の脳内投与，などに

より消失することを認めており，嗅覚

路，視床下部の体内時計ニューロンや

脳内ヒスタミン神経系が関与すると考

えられる．この点に関して，脂肪分解

反応に対する匂い刺激効果が，ヒスタ

ミン受容体阻害剤で消失することは既

に報告している2, 3）．また，前記の匂い

刺激効果の有効成分のそれぞれ１つは

GFOに含まれるlimoneneとLVOに含

まれるlinaloolであることも筆者らの

実験で明らかにしている2, 3）．

これらの効果はヒトでも有効であろ

うか？某TV関係会社と筆者の共同実

験では，半分に切った生のグレープフ

ルーツの匂いを30分間嗅ぐと，赤外線

サーモグラフィー測定によるヒトの背

中の体表面温度は匂い刺激開始90分後

に２～３℃上昇した．匂いを嗅いだ当

人達は身体中がポカポカしたと表現し

た．このことは同様の機構がヒトにも

存在することを示唆する．前記ラット

の実験ではGFO懸濁液による毎日の

刺激は，食欲および体重の変化に影響

を与えなかった．このことは匂い受容

体のdown regulationなどによる不活

化が関与しているのかも知れない．今

後これらの詳細なメカニズムについて

さらに検討したいと考えている．

最後に本稿で述べた実験成績は，新

島　旭博士（新潟大学名誉教授）との共

同研究の結果であり，新島博士に深甚

なる感謝の意を表したい．
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